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奈
良
県
香
芝
市
　
正
福
寺
住
職
　
別
府
　
空
由
上
人

特
別
連
載
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
三
）

法
然
上
人
の
信
仰

　
出
家
廿
年
を
記
念
し
て
い
さ
さ
か
の
想
を
法
然
上
人

　
の
信
仰
と
題
し
て
述
べ
る
事
に
す
る
。

　
一
代
の
宗
教
者
法
然
上
人
に
つ
い
て
考
え
る
に
、

念
仏
の
興
行
は
愚
老
一
期
の
勧
化
な
り
と
示
さ
れ
る
が

如
く
、
念
仏
を
も
っ
て
法
然
上
人
を
語
る
以
外
に
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
念
仏
口
称
三
昧
の
行
者
と
し
て
、
浄
土

宗
の
宗
祖
と
し
て
法
然
上
人
が
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

念
仏
は
極
楽
浄
土
へ
の
「
往
生
法
」
で
あ
り
、
極
楽

浄
土
は
念
仏
三
昧
発
得
に
依
る
自
内
証
の
境
界
で
あ

る
。口

称
念
仏
三
昧
に
依
り
発
得
さ
れ
て
、
浄
土
の
荘
厳

を
常
の
如
く
に
感
じ
得
ら
れ
た
法
然
上
人
が
大
変
に
あ

り
が
た
い
真
実
を
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
然
上
人
の

示
さ
れ
た
真
実
の
例
を
挙
げ
る
に
、

　
我
本
因
地
　
以
念
仏
心
　
入
無
生
忍
　
今
於
此
界

　
　
摂
念
仏
人
　
婦
於
浄
土
。

我
も
と
因
地
に
於
い
て
念
仏
の
心
を
以
て
無
生
忍
に

入
り
、
今
此
界
に
於
い
て
念
仏
の
人
を
摂
取
し
て
浄
土

に
帰
り
行
か
ん
。

因
地
と
は
自
身
の
前
世
を
覚
証
さ
れ
た
る
こ
と
を
証

す
も
の
な
り
、
日
く
、
前
世
に
口
称
念
仏
三
昧
に
依
り

て
無
生
忍
を
得
て
、
極
楽
浄
土
に
往
生
し
て
阿
弥
陀
仏

の
み
も
と
に
生
ま
れ
て
、
そ
の
名
を
勢
至
菩
薩
と
い

ふ
、
極
楽
よ
り
、
こ
の
娑
婆
に
還
相
し
て
、
縁
あ
る
人

を
こ
の
口
称
念
仏
三
昧
の
法
に
依
り
て
、
前
世
の
記
憶

を
呼
び
起
し
て
、
各
人
の
ふ
る
き
至
極
楽
に
帰
り
行
か

ん
、
往
き
生
ま
れ
る
人
も
、
帰
り
往
く
人
も
極
楽
に
縁

を
結
び
保
た
ん
こ
と
を
示
し
た
り
、
人
間
の
生
を
娑
婆

に
得
た
る
こ
と
、
業
の
果
報
た
る
人
間
が
こ
の
緊
縛
よ

り
解
脱
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
成
就
さ
れ
た
る
。
こ
こ

に
法
然
上
人
四
十
三
才
の
立
教
開
宗
が
示
さ
れ
る
の
で

　　　お盆法要のお知らせ

今年も次のようにお盆の法要を勤めます。
　　　　どうぞ御参詣下さい。

　日　時　8月13.14.15日
　　　　　毎日午後5時より
　　　　　無量寺本堂にて
受付で御回向の申し込みをして下さい。
各家御先祖様の御回向をいたします。

　　　念仏を称えるということ

　　　　　　　　　　　　　　　　住職　堤　　俊翁

「南無阿弥陀仏と称えなさい」と法然上人は強くお念仏
を勧めておられます。
無限のいのちと無限の智慧である「阿弥陀様」に心の底
から、信順します。付き従います。ということが「南無
阿弥陀仏」と念仏を称える意味です。
無限のいのちと無限の智慧を絶えず投げかけて下さる
「阿弥陀様のお慈悲」も、それを感じ取ることができる
かどうかは、こちらに求める心があるかどうかできまり
ます。
これはテレビにたとえるとわかりやすいでしょう。私達
がテレビの電源を切っているときでも、電波はつねに流
れて流れてきています。テレビを見ようとするには電源
を入れ、チャンネルをあわせなければ番組を見ることは
できません。
テレビの電波のように、仏の慈悲は常に私達に注がれて
います。しかし、私達に求める気持ちがなければ、救わ
れるはずのものも救われません。どうか、みなさん御自
身の道を求めて、御精進、お念仏にお進みいただきます
ようお願い申し上げます。

　　　　　　仏事のQ&A
Q もうすぐお盆が来ます。どうしてお盆といわれるのでしょう。また、

お盆の意味と、わたしたち浄土宗檀信徒にふさわしいお盆の迎え方につ

いて教えてください。

A お盆は、インドの言葉で「ウランバナ」、漢字で「盂蘭盆」と書きま

す。「逆さまに吊り下げられた」という意味です。『盂蘭盆経』にある
説話から来ています。
　お釈迦さまのお弟子の目連が神通力で、亡くなったお母さんがどこに
いらっしゃるか、たどってみると、餓鬼道に落ちてやせ衰え、見るもあ
われな姿になっておられました。それを見て、鉢に水や食物を入れてさ
し上げ、お母さんが食物を口もとまでもっていかれると、火となって消
えてしまいます。目連は、なんとかしてお母さんを助けたい、とお釈迦
さまにおたずねになったら、お母さんの罪は重いので目連ひとりの力で
はどうすることもできない、それを救うには、七月十五日、大勢のお坊
さんが夏の修行を終える日に、先祖（七世の父母）のために百味飲食五
果を供えてお坊さんに施しをし、その功徳にすがりなさい、といわれま
した。お坊さんは施主のために心をこめて先祖及び父母の成仏を念じま
した。すると、お母さんは逆さまに吊り下げられたような餓鬼の苦しみ
から、抜け出ることができた、といわれています。お盆は、七月に迎え
るお盆、八月の月遅れのお盆と、それぞれ地方によって違いますが、
十二日に草市（盆市）が立ち、精霊棚をかざる真菰、盆花、オガラやお
供え物などを買い揃え、十三日に精霊棚をつくります。夕方には、ご先
祖さまが、わが家に帰るのに道に迷わないようにと、お寺や墓地に、お
墓参りをして盆提灯に火をつけてお迎えし、門や庭先で迎え火をたきま
す。お精霊さんは、馬に乗って少しでも早く来ていただき、牛に乗って
ゆっくりお帰りになるという心配りのいい伝えから、キュウリやナスに
オガラや割箸で足をつけ、トウモロコシの毛を尾につけて馬や牛をつ
くったり、カヤの葉やわらでつくった牛や馬もお供えすることもありま
す。お供え物は、季節の新鮮な野菜や果実を供えます。百味飲食といっ
て、イモの葉やハスの葉の上に水の子（ナスとキュウリを小さく切って
洗い米とまぜる）を供え、別の小鉢に水を入れてみそはぎの箒や樒の小
枝でお供え物に水をかけます。これはすべての有縁無縁の精霊に供養す
る意味です。地方によって十三日にお団子、十四日に餅やおはぎ、十五
日にソーメンなどを供えたりしますが、故人の大好きだったものをお供
えすればよいでしょう。お盆が終わる日（十五日か十六日）の夕方、送
り火をたき、お浄土へ帰られるご先祖さまをお送りします。

う
ら
へ



あ
る
。
己
の
理
智
を
持
っ
て
計
る
こ
と
を
放
棄
し
て
、

縁
あ
る
仏･

菩
薩･

諸
賢.

聖
衆
の
導
き
に
従
う
こ
と
の
大

切
さ
の
み
が
、
我
等
の
心
を
深
き
み
仏
の
お
慈
悲
へ
と

導
い
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
理
智
の
学
僧
法
然
房
よ
り

慈
悲
の
行
者
法
然
上
人
へ
と
、
因
地
の
前
世
の
宿
願
に

立
た
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
人
間
が
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
有
漏
の

依
身
を
持
っ
て
身
に
宿
る
霊
性
を
開
悟
し
て
三
世
に
生

き
通
さ
れ
る
心
に
成
長
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
為

に
は
学
と
行
の
二
つ
を
成
就
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
学
と
は
釈
尊
の
残
さ
れ
た
る
八
万
四
千
の
法
門
を

学
ぶ
こ
と
を
示
し
、
行
と
は
こ
の
中
の
一
門
を
持
し
行

ず
る
こ
と
に
依
っ
て
深
き
み
仏
の
心
、
お
慈
悲
に
到
達

す
る
こ
と
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
門
門
不
同
八
萬
四
と
い

ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
八
萬
四
千
の
中
で
景
勝
は
、
釈

尊
が
み
心
を
示
し
て
第
一
と
さ
れ
る
も
の
は
何
で
あ
ろ

う
か
、
法
然
上
人
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
口
称
念
仏
三

味
で
あ
る
。
こ
こ
に
到
る
迄
、
立
教
開
宗
さ
れ
る
迄
に

は
実
に
世
寿
四
十
三
年
の
月
日
が
費
や
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
み
仏
の
、
釈
迦
の
お
慈
悲
に
ふ
れ
、
阿
弥
陀
仏
の

お
慈
悲
に
ふ
れ
得
た
の
で
あ
る
。
我
等
は
自
分
自
身
で

は
ど
う
に
も
出
来
な
い
、
は
か
り
知
れ
な
い
も
の
の
お

力
添
え
に
依
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
。
自
分
は
ど
れ
程

の
も
の
で
も
な
い
、
ど
れ
程
の
も
の
で
も
な
い
自
分
を

自
分
た
ら
し
め
て
下
さ
れ
る
冥
助
の
主
に
遇
い
感
じ
得

ら
れ
た
時
か
ら
信
仰
の
人
と
な
る
の
で
あ
る
。
身
を

も
っ
て
礼
拝
せ
ず
に
は
お
れ
な
い
、
心
の
回
心
を
得

る
、
神
秘
霊
感
妙
な
る
も
の
の
実
在
を
感
じ
た
時
か
ら

信
仰
の
人
と
な
る
の
で
あ
る
。
法
然
上
人
四
十
三
才
、

浄
土
宗
開
宗
は
法
然
上
人
信
仰
の
人
と
し
て
の
誕
生
で

あ
る
。
所
帰
去
行
が
定
ま
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

所
帰
去
行
の
定
ま
っ
た
人
の
言
葉
な
れ
ば
こ
そ
我
本
因

地
、
以
念
仏
心
、
入
無
生
忍
、
今
於
此
界
、
摂
念
仏
人

帰
於
浄
土
の
帰
と
念
仏
と
無
生
忍
の
三
つ
が
明
確
に
示

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
法
然
上
人
の
四
儀
不
退
念
仏
に
日

く
、
萬
法
自
我
心
生
放
萬
法
印
一
心
血
自
心
生
萬
法
萬

法
は
自
ず
と
我
が
心
よ
り
生
じ
る
が
故
に
、
我
が
心
よ

り
生
す
が
故
に
即
ち
一
心
で
あ
る
。
自
心
の
牛
ず
る
と

こ
ろ
萬
法
が
成
り
立
つ
。
森
羅
万
象
は
心
か
ら
生
じ

た
、
心
の
働
き
が
六
根
六
識
六
境
と
し
て
、
存
在
し
た

い
と
発
願
し
た
る
が
故
に
功
徳
と
し
て
生
存
す
る
の
で

あ
る
。
万
象(

萬
法)

を
内
観
し
て
み
る
に
自
心
の
内
に

認
め
ら
れ
ぬ
出
来
事
は
何
一
つ
と
し
て
な
い
の
で
あ

る
。
法
と
し
て
存
在
す
る
は
、
す
べ
て
自
心
の
中
に
納

め
取
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
想
一
つ
の
一
呼
吸
に
押

し
計
れ
る
様
に
な
る
と
、
た
や
す
い
こ
と
で
あ
る
。
森

羅
万
象
は
功
徳
に
依
り
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
菩
薩
の
誓
願･

功
徳
に
依
る
出
来
事
で
あ
る
。
こ
の

事
は
念
仏
三
昧.

定
に
入
る
に
全
て
自
心
の
内
に
納
ま

り
、
自
心
の
内
よ
り
生
じ
る
出
来
事
に
他
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
南
無
阿
弥
陀
佛
と
申
す
内
に
こ
も
り
候
う
な

り
。
こ
の
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
も
っ
て
も
ら
さ
れ
た

る
法
然
上
人
の
真
実
で
あ
る
か
ら
、
こ
も
っ
て
領
解
す

る
他
に
は
な
い
の
で
あ
る
。

無
量
寿
経
釈
に
日
く
、
釈
迦
無
勝
浄
土
を
捨
て
、
此

の
穢
土
に
出
で
給
ふ
こ
と
は
、
本
と
浄
土
の
教
を
説
き

て
衆
生
を
勧
進
し
て
浄
土
に
生
ぜ
令
ん
が
為
な
り
、
弥

陀
如
来
穢
土
を
捨
て
て
彼
の
浄
土
に
出
で
給
ふ
事
は
、

本
と
穢
土
の
衆
生
を
導
て
浄
土
に
生
ぜ
令
ん
が
為
な

り
、
是
れ
即
ち
諸
仏
の
浄
土
を
出
で
穢
土
に
出
で
給
ふ

本
意
な
り
、
こ
こ
に
浄
土
と
は
仏
の
国
土
を
示
す
、
果

報
に
依
っ
て
構
え
ら
れ
る
仏
の
清
浄
な
る
国
土
を
浄
土

と
い
う
。
阿
弥
陀
仏
の
国
土
を
極
楽
浄
土
と
い
う
の
で

あ
る
。
釈
迦
仏
の
国
土
を
霊
山
浄
土
と
い
ぶ
の
で
あ

る
。
浄
土
か
ら
非
滅
に
滅
を
現
じ
る
世
界
を
此
界
と
も

穢
土
と
も
い
ふ
の
で
あ
る
。
浄
土
は
果
報
に
依
っ
て
生

じ
る
も
の
で
あ
る
。
明
確
に
非
滅(

浄
土)
に
減(

穢
土)

を

現
じ
る
と
い
う
こ
と
を
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
滅
な
る
も
の
が
非
滅
な
る
も
の
を
勝
ち
得
る
た
め

に
こ
そ
、
我
等
衆
生
の
浄
土
望
郷
の
念
を
満
た
す
も
の

こ
そ
念
仏
三
昧
で
あ
る
。
非
滅
に
減
を
現
じ
て
こ
の
理

を
明
し
浄
土
に
帰
り
行
き
て
示
す
こ
そ
、
浄
土
↓
稔
土

↓
浄
土
を
明
確
た
ら
し
め
る
こ
と
こ
そ
諸
仏
出
世
の
本

懐
で
あ
る
。
こ
の
法
を
明
か
す
こ
と
こ
そ
諸
仏
出
世
の

本
懐
で
あ
る
。
こ
こ
に
法
然
上
人
に
と
っ
て
釈
迦
一
代

の
教
法
を
学
問
さ
れ
て
、
念
仏
往
生
法
を
勝
ち
得
た
と

い
う
こ
と
が
、
釈
迦
出
世
の
本
懐
こ
そ
念
仏
往
生
法
で

あ
る
と
、
穢
土(

此
界)

よ
り
極
楽
浄
土
に
往
く
方
法
の

念
仏
往
生
こ
そ
、
唯
一
の
方
法
こ
そ
弥
陀
の
本
願(

念
仏

称
え
て
我
国
へ
来
た
れ
、
我
迎
う
る
に
念
仏
こ
そ
よ
ろ

こ
ば
し
き
な
り)

と
、
釈
迦
入
滅
後
そ
の
教
に
依
り
て
修

行
に
い
そ
し
み
、
四
聖
諦.

八
聖
道.

六
波
羅
密.

七
覚
支･

十
二
因
縁･

三
十
七
道
品
等
々
、
智
を
禅
定
に
依
り
て
、

礼
拝
に
依
り
、
其
の
他
、
数
々
の
因
縁
に
順
じ
て
行
ぜ

ら
れ
た
る
結
果
、
菩
薩
の
来
迎
に
依
り
て
小
乗
仏
教
か

ら
、
大
乗
仏
教
へ
と
進
展
し
て
浄
土
の
思
想
が
法
が
完

成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
日
本
に
伝
え

ら
れ
て
、
法
然
上
人
が
出
ら
れ
て
、
こ
こ
に
念
仏
往
生

法
と
極
楽
浄
土
が
法
然
上
人
の
中
に
て
明
確
に
な
る
の

で
あ
る
。
そ
こ
が
南
無
阿
弥
陀
仏
に
て
往
生
す
る
ぞ
と

思
う
内
に
こ
も
り
候
う
な
り
。
の
こ
も
り
候
な
り
を
味

わ
ふ
以
外
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
義
浄
は
竜
樹
を
「
阿

弥
陀
仏
に
同
じ
恒
に
浄
土
に
居
す
。
こ
れ
即
ち
化
生
の

術
一
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
化
生
の
術
の
中
に
我
等

の
信
仰
を
押
し
計
る
極
楽
の
意
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
を
法
然
上
人
は
弥
陀
如
来
昔
此
界
に
於
い
て

発
心
修
行
し
給
ふ
が
故
、
此
界
衆
生
に
於
い
て
宿
縁
深

き
専
一
に
非
ず
云
々
、
次
別
宿
縁
と
は
、
此
界
に
於
い

て
宿
縁
浅
か
ら
ず
上
に
過
去
遠
々
の
前
凡
夫
、
因
位
の

昔
、
弥
陀
も
此
界
に
御
す
、
我
等
も
此
土
の
衆
生
な
る

が
故
、
往
昔
の
古
奮
こ
れ
多
し
、
生
々
の
値
遇
一
に
あ

ら
ず
、
或
は
父
母
親
族
と
も
な
り
、
或
は
妻
子
春
属
と

な
り
世
々
所
生
の
値
遇
結
縁
い
く
ば
く
計
哉
と
示
し
給

ふ
、
要
を
執
る
と
、
弥
陀
如
来
、
昔
此
界
に
於
い
て
発

心
修
行
し
給
ぶ
が
故
、
此
界
衆
生
生
々
世
々
の
値
遇
結

縁
い
く
ば
く
ば
か
り
か
。
こ
の
こ
と
を
さ
と
る
が
故

に
、
念
仏
三
昧
無
生
忍
に
依
り
て
実
感
せ
ら
れ
し
が
故

に
、
極
楽
は
十
万
億
と
聞
き
し
か
ど
も
遠
か
ら
ず
し
て

我
が
心
中
に
在
る
真
実
と
な
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

又
法
身.

報
身.

応
身
の
三
身
に
つ
い
て
も
、
法
身
と
は
是

れ
無
相
甚
深
の
理
な
り
、
一
切
の
諸
法
畢
寛
し
て
空
寂

な
る
を
即
ち
法
身
と
名
づ
く
、
報
身
と
は
別
の
物
に
あ

ら
ず
、
彼
の
無
相
の
妙
理
を
解
知
し
て
智
慧
を
報
身
と

名
づ
く
也
、
所
知
を
ば
法
身
と
名
づ
け
能
知
を
ば
報
身

と
名
づ
く
也
。

此
の
法
報
の
功
徳
法
界
に
周
遍
せ
り
、
応
身
と
は
衆

生
を
済
度
せ
ん
が
為
に
無
際
限
の
中
に
際
限
を
示
し
、

無
功
用
の
中
に
功
用
を
現
じ
給
ふ
也
、
と
、
か
く
の
如

く
に
法
報
応
の
三
身
即
一
が
明
確
に
示
さ
れ
、
念
仏
三

昧
発
得
に
依
れ
ば
自
明
の
理
な
る
こ
と
を
明
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
又
、
特
に
観
経
第
七
華
座
観
の
中
の

「
か
く
の
如
き
蓮
華
は
本
こ
れ
法
蔵
比
丘
の
願
力
の
所

成
な
り
」
を
引
い
て
彼
の
国
の
依
報･

正
報
の
功
徳
は
皆

こ
れ
彼
の
仏
の
願
力
所
成
の
功
徳
と
断
じ
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
法
然
上
人
が
口
称
念
仏
三
昧
往
生
の
行
者

と
な
ら
れ
て
か
ら
は
、
学
ば
れ
た
学
問
で
あ
る
仏
教

が
、
い
つ
か
は
知
れ
ず
自
心
の
中
の
出
来
事
と
な
ら
れ

て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
自
分
の
も
の
と
な
ら
れ
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
あ
る
。
他
人
の
も
の
の
受
け
売
り
や
、
物

真
似
で
は
、
良
い
と
は
言
え
な
い
が
、
仏
教
と
い
う
こ

と
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
良

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

念
仏
信
仰
に
つ
い
て
特
に
我
等
に
決
め
手
と
な
る
の

は
阿
弥
陀
経
に
依
る
、
こ
の
事
は
法
然
上
人
の
阿
弥
陀

経
釈
を
読
め
ば
良
い
。

法
然
上
人
の
教
え
の
真
に
迫
る
の
は
南
無
阿
弥
陀
佛

と
申
す
内
に
こ
も
り
候
う
な
り
の
こ
も
り
候
う
と
こ
ろ

を
行
ず
る
以
外
に
は
な
い
の
で
あ
る
。

結
局
他
人
で
は
な
く
自
分
自
身
が
行
じ
て
す
す
み
ゆ

く
こ
と
こ
そ
大
切
な
の
で
あ
る
。
知
り
た
く
ば
、
会
い

た
く
ば
心
に
か
け
て
念
じ
給
え
、
そ
は
南
無
阿
弥
陀
佛

の
六
字
の
名
號
な
り
。

右
、
い
さ
さ
か
の
我
が
心
の
内
を
明
し
、
照
ら
し
合

わ
す
に
法
然
上
人
の
ま
こ
と
を
鏡
と
し
て
用
い
、
こ
れ

を
支
え
と
し
て
精
進
求
道
に
い
そ
し
み
た
い
と
念
じ
る

次
第
で
あ
る
。

平
成
三
年
正
月
、
出
家
廿
年
を
記
念
し
て
の
出
来
事

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
く


